
 
 

2014年、障害者権利条約が日本でも批准されました。条約には、「障害」は個人ではなく社会の側にあり、「障

害者の権利と尊厳を保障する」という考え方が謳われています。このことは、「社会にある障害を取り除くこと」

が、求められることではないでしょうか。  

DET はこの新しい考え方を理解し実行するための手法の一つとして、世界 30ヵ国以上 

で取り組まれているものです。いよいよ日本でも昨年より、本格的に DET を広める活動を開始しました。 一人

でも多くの方に DETを知っていただくために、紹介セミナーを開催します。皆様のご参加をお待ちしています。  

 
●日時 2015年 10月 31日（土）13時 00 分～17時 30分（受付 12時 40分～） 

●場所 聖隷クリストファー大学 3号館 3203教室 

 交通アクセス： 

バスでお越しの方 

ＪＲ浜松駅北口バスターミナル、遠州鉄道バス 15番ポール「聖隷三方原病院経由気賀・三ヶ日行」に乗車。「聖

隷三方原病院」下車（所要時間約 45 分、490 円）、徒歩約 3分。 

お車でお越しの方 

東名高速「浜松西Ｉ.Ｃ」より浜松環状線を東へ約 3km。「葵町」交差点を左折し、北へ約 2km。「大谷バス停」交

差点を右折し、東へ約 1km。「遠州栄光教会」交差点右折後すぐ。 

所要時間約 10分。※正門からは出入りできません。来客駐車場をご利用ください。 

●参加費 セミナー：無料  

●定員 30名程度 

（障害当事者、企業・自治体関係者、教育・福祉関係者、その他関心のある方、学生さん歓迎） 

●申し込み方法 / 申し込み締切 

参加を希望される方は、10 月 24 日（土）までに下記メールアドレス、FAXにてお申込ください。お申込時には、

1.お名前、2.ご所属、3.ご連絡先（メールアドレス、電話番号等）、4.ご参加に際して必要な配慮があればその

内容（情報保障、駅・バス停～会場間の誘導等）をお知らせください。なお、締切日前であっても定員を超えた

場合は受付を締め切らせていただくことがあります。 

TEL：053-439-3487 (田島研究室 直通)  

FAX：053-439-1406（リハビリテーション学部 田島宛て） 

E-mail: t-akiko@themis.ocn.ne.jp     担当：田島 

 

 

 

 

障害平等研修(Disability Equality Training)とは 

障害者自身がファシリテーター（進行役）となっ

て進める対話型の障害学習です。自治体や企業など

の組織を対象に発見型学習という対話に基づく方法

を用い障害者を排除しないインクルーシブな組織づ

くりを参加者と一緒に考えていく研修です。 

主催：浜松インクルージョン研究会 / 特定非営利活動法人 障害平等研修フォーラム 

共催：聖隷クリストファー大学 

 



● プログラム 

◆12：40 受付 

 ◆13：00 開会 

 ◆13：10 障害平等研修（障害とは？） ファシリテーター：林早苗 

 ◆15：00 休憩 

 ◆15：15 障害平等研修（解決のヒント）ファシリテーター：林早苗 

 ◆16：15 障害平等研修とは何か 講師：千葉寿夫（DET理事・事務局長）  

◆16：30 質疑応答 

 ◆17：00 閉会 

 

●登壇者紹介 

 林早苗（はやしさなえ）：障害平等研修ファシリテーター 

三好型遠位型筋ジストロフィーのため、車椅子を利用する。インドを専門分野とする人類学者。世界保健機関でのインターンシッ

プ、世界銀行や日本の NGO での勤務を通して障害と開発の業務に携わる。現在は、開発コンサルタントとして主に障害と開発の事

業に携わる一方、東京女子大学にて非常勤講師として国際関係の授業を担当する。2015年 9月より、障害平等研修ファシリテータ

ーとしての活動を開始する。 

 

千葉寿夫（ちばひさお）：NPO法人障害研修平等フォーラム理事・事務局長 

国連アジア太平洋経済社会委員会、アジア太平洋障害者センター、日本財団などを得て、現在は、障害と開発コンサルタント、障

害平等研修フォーラム・理事、首都大学東京大学院・博士課程と、多方面から障害分野に関わっている。障害者の社会参加の促進

に最も興味があり、障害平等研修はその最適なツールと考えている。大学院では途上国の障害者運動について研究している。 

 

参加申込書：障害フォーラム事務局 

（ふりがな） 

氏 名 

 

ご所属  

 

ご連絡先 TEL：             FAX: 

E-mail:             

（電話、FAX、E-mail のうち一つお書きください） 

 

 

必要な配慮等 

 

□車椅子を使用している   □付き添い者あり（   名） 

□手話通訳希望       □要約筆記希望 

その他ご希望がありましたらお書きください（すべてのご希望に添えない場合もござい

ます。） 

 

 

 

●お申込み ／ お問い合わせ先 

浜松インクルージョン研究会 

TEL：053-439-3487 (田島研究室 直通) 

FAX：053-439-1406（リハビリテーション学部田島宛て） 

E-mail: t-akiko@themis.ocn.ne.jp     担当：田島明子 


